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タグラグビーの授業展開に関する一考察

松浪 登久馬

A study of class deployment of Tagrugby

Tokuma Matsunami

1.研 究の意図と着眼点

2011年9月9日 か ら10月23日 の 期 間に ラグ

ビーワール ドカ ップ2011(第7回 大会)が 開催 さ

れ た.2019年 に 開催予定の第9回 大会 は 日本で 開

催す ることが既 に決定 してい る.

周 知の ようにラグビーはイギリスで発祥 し,日

本 に伝承 され た.楕 円球が有す るイレギュラー ・

バ ウン ドと激 しい コンタク トはラグビーを楽 しむ

上で欠かせ ない特徴 と も言 える.一 方で コンタク

ト ・シー ンに よる受傷 は時に重傷 を引 き起 こ し,

課 外 活動 を除け ば教 育 の場 での普 及 は困難 な よ

うに思 えた.タ グラグ ビー1)は コンタク ト ・シー

ンを排 除す る こ とで,体 力差 が あ って も,同 じ

フィール ドで ラグビーのゲ ーム性 を安全 に楽 しむ

ことがで きる.こ の ことは男女が 同 じフィール ド

で プレーで きる可能性 を示唆 してい る.

武 隈(1998)に よ る ボールゲ ー ムの分類(表

1)を み る とタグ ラグ ビー は攻守 混合系 の 「陣

取 ゴー ル型」 に該 当す る.タ グラ グビー には投

捕 ゴール型 に代表 され るバスケ ッ トボールや,蹴

球 ゴール型 に代表 され るサ ッカーなどが有す る ド

リブル技術が ない.い か なるボールゲームにおい

て も ドリブル技術の習得 は短時 間で なされ るほど

容易 な もので はない.ド リブル技術 に秀で る経験

者や運動能力の高い学生が ボールを所有す る時 間

が多 くな り,そ うで ない学生のゲ ーム参加が少 な

くなる傾 向は指摘 されてい る(齊 藤 ほか,2008).

パ ス を主体 にゲ ームを展 開す ることので きるタグ

ラグビーは,参 加者全員のゲ ーム参加 を容易 にす

ると考えることができる。これを受けて大学体育

の場面におけるタグラグビーの授業展開において

技術以上に戦術 ・戦略面に焦点を当てた研究がさ

れはじめている(八 百ほか,2007,2008).

表1ボ ールゲームの分類

しか し(タ グラグビーを含め)ラ グビー経験者

数 は決 して多 くな く,メ デ ィア露 出 も高 くは な

い2).初 め て触 れ る楕 円球 と馴 染みの薄 いルール

(=ラ グ ビーの特性)を 理解す る までゲ ームがス

ムーズ に展 開され ることはない,学 生 だけでゲ ー

ムを運営す るとなれ ば更 に時 間を要す ると言 って

よい.そ れで も上述 の利点 を含んで2008年 に改

訂 された学 習指導要 領(2011年 実 施)に 例示 さ

れ た と も考 え るこ とがで きる(鈴 木,2009).そ

の ため タグラグビーに関す る論及 は初等教育 にお

ける事例研 究 が多 くを占め てい る(齊 藤 ほか,

2008;佐 藤,2008;佐 藤 ・鈴 木,2008;斉 藤,

2010;杉 田2010).

タ グ ラグビーを経験 した学生が大学体育の授業

を履修す るまで には今 しばら くの時 間の猶予があ

る.授 業の事例 について も多 くなされてい るわけ

で はない。 しか し技術以上 に戦術 ・戦略面 に重点
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を置 ける タグ ラグ ビー は,学 生 同士 の コ ミュニ

ケ ーシ ョンが不可欠 な もの とい えよう,

本 学の体育 ・ス ポーッ実技科 目は生涯ス ポーッ

とい う名称で14回 に渡 って展 開 され ている.前

期 を 「生涯 ス ポーッ1」,後 期 を 「生 涯ス ポー ッ

2」 と呼 び,い ず れ も半期1単 位 の科 目とな って

い る.前 後期 と も1回 目はガ イダ ンス及 びク ラ

ス分 け とし,2・3回 目の授業 は フ ィッ トネス ・

チ ェ ックをお こなってい る.相 違点 は生涯ス ポー

ッ1が 異 なる2種 目をお こなうの に対 し,生 涯ス

ポーツ2は1種 目で展開 される点であ る(表2).

第1種 目をお こなう期 間は梅雨の時期 に該当す る

ため,第2種 目よ り1回,多 く実施す ることに し

てい る.

表2授 業回数 とその内訳

＼ 生涯 スポーッ11生 涯スポーッ2

1回 目 ガイダンス及 びクラス分 け

2回 目
フ ィ ッ トネ ス ・チ ェ ック

3回 目

4回 目

第1種 目

第1種 目

5回 目

6回 目

7回 目

8回 目

9回 目

10回 目

第2種 目

11回 目

12回 目

13回 目

14回 目

※生涯スポー ツ1の 第1種 目と第2種 目の組み合わせは開講

時限 に使用で きる実施場所 をもとに決定 され る.

タグラグビーの授業は2007年 度か ら導入 され

てきた3).導 入初年度は体育館施設で もある記念

会館の改修工事が実施されたため,こ の年度に限

り生涯スポーッ2も2種 目で開講されている。時

間割構成が毎年度,変 更される中,継 続 して実施

されてきたが,そ の内訳を見ると生涯スポーッ1

で実施されていることが多い(表3).原 因は現

段階では学生のニーズが低いことと,半 期を通 し

て授業展開する方法を確立 している教員が僅かだ

と予想される,

現状ではタグラグビーの授業は5～6回 の授業

表3タ グラグビーの開講クラス数

年度 前期 後期

2007 0 4

2008 4 2

2009 4 1

2010 5 1

2011 4 0

※本部 キャ ンパ スで 開講 され たタグ ラ

グビーの コマのみ記載.

で本格的なゲームができるようにする場面が多い.

そこで本稿では実際に生涯スポーツ1の 授業 に

おいてゲームを実施するまでに実践 したタグラグ

ビーでの練習方法と注意点を報告するものとする.

∬.使 用する用具と注意点

日本 ラグビーフッ トボール協会が ホームペ ージ

上 で公 開 してい る 「2009-2010タ グ ・ラグ ビー

競技規則 について」の 中フィール ドの広 さを 「横

30m× 縦40m(ゴ ー ルライ ンか らゴールライ ン),

イ ンゴール(ゴ ールラインか らデ ッ ドライン)は

各5mず つ とす る」 と して い る.「 小 学校 な ど

の」 と断 りなが らも 「導入時期 によ りプレーヤ ー

の経験叉 はス キル等 を見極めて 「広 さ,人 数」等

の指導的 アレンジは可能」 と補足 してい る.

1.グ ラ ウン ドの種類 とブイール ドの準備

本 学 で タグ ラグ ビー を実施 す る グラ ウン ドは

3ヶ 所 あ り,い ず れ も充分 な広 さを確保 している.

1つ は人 工芝 グラウ ン ド(ハ イ ブ リ ッ ド ・ター

フ)だ が,使 用 は月曜 日と水 曜 日に制限 されてい

る.残 りの2ヶ 所 は土の グラウ ン ドであ り,決 し

て水 はけが良い場所 とは言 えない.タ グラグビー

の授業 のほ とん どは2ヶ 所の土 グラウ ン ドを使用

してい る。雨天で な くて もグラウン ド状況 によっ

て は,室 内で別種 目をお こなうか教室講義で代替

してい るのが現状であ る.

① 人工芝 グラウン ド

人工 芝グラウ ン ドのコンディシ ョン維 持 につい

て,授 業 前後 に学 生が整 備 な どをす る必要 は な

い.た だ し本 学の ように課外 活動の実施場所 と併

用 してい る場合,ラ インカーで フィール ドを引い
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て しまうと水 をかけてブラシでこすって消さなけ

ればならない.こ の作業はブラシの本数にもよる

が,時 間と労力を要する.人 工芝グラウン ドでは

マーカーコーン(図1)を 置 くことでグリッドを

作成する方が効率的である.マ ーカーコーンは近

年,薄 くて軽いものが多 く発売されている.踏 む

と簡単に潰れ,容 易にもとの形状に戻すことがで

きる.軽 量なことから簡単に設置できる反面,設

置場所から移動してしまうこともある.こ の点に

関 して人工芝との接触によって引っ掛か りが生 じ

ることで解消できることも推奨できる部分である.

楕 円球 は動物の膀胱 を膨 らませ たもの を使 ってい

たのが起源であ る.ラ グビー ボー ルは抱 えて走 り

やすい ように,ア メリカンフッ トボール は片手で

の投球 を しやすい ように,そ れぞれの種 目の特性

に合 わせて現在の形状 に整 えられて きた。

タ グラ グビー は専 用 の ボールが販 売 され てい

る(図2・3).ラ グ ビーボー ル よりタグ ラグビー

の ボールはサ イズが小 さく4)表 面素材 をラグビー

ボールと同 じ特殊 ラバ ーを採用 し,手 で扱いやす

くしてい る。 このサ イズ は小学生が扱 うことを想

定 してい るので,大 学で は大 きいサ イズの ボール

を使用 して も構 わない。 また,ア メリカンフッ ト

ボールの ゴムボールを使用 して授業 を展開 してみ

て も何 ら問題 は感 じられ なか った。

図1マ ー カ ー コ ー ン

②土のグラウン ド

土グラウン ドは雨天に弱 く,コ ンディション維

持が難 しい.絶 えず平坦を維持することは利用後

に必ず整備をしても困難な点がある.フ ィール ド

をマーカーコーンでつ くっても,人 工芝のような

抵抗がなく,少 し強い風で も移動 して しまうので

ラインカーでつ くる方が望ましい.

衛生面の観点からも転倒後の負傷にもケアが必

要である.経 験上,運 動時間が低下 した学生がス

パイクではなく,ト レーニングシューズやランニ

ングシューズのようなものを使用する場合,人 工

芝より抵抗が低い分,足 首への負担を軽減できて

いるように思える.

図2ボ ー ル の 比 較(長 さ と 縦 の 周 囲 比 較)

(左)ラ グビーボール(長 さ:280～300mm
縦の周囲:740mm～770mm)

(右)タ グラグビーボール(長 さ:約280mm
縦の周囲:約705mm)

2,ボ ー ル

現在,使 用 され てい るフッ トボールの ほとんど

は内部 にゴムチ ューブを入れ,こ れ に空気 を入れ

るこ とでその形状 と弾力 に魅 力 を持 たせてい る.

図3ボ ー ル の 比 較(横 の 周 囲 比 較)

(左)ラ グビーボール(5801nm～620mm)

(右)タ グラグビーボール(約530mm)
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上述のタグラグビーのボールより更にサイズが

小さく,表 面がビニール素材の軽量ボールも販売

されている.安 全面で向上できるが,大 学生には

サイズが小さすぎて扱いにくい,女 性には大きさ

の面で丁度よいが,軽 量すぎることから大学体育

でタグラグビーを実践するには不向きである.

3.タ グ

ベル トか ら下が った帯(タ グあ るいは フ ラッ

グ)を 取 るスポ ーツ は タグラ グ ビー とフラ ッグ

フッ トボールの2種 類であ る,両 者の呼称 は異 な

るが,い ずれの場合 もこれ を取 ることで タックル

の代 わ りとなることは共通 してい る,い ずれ も専

用 の商品が販 売 されてお り(図4),用 途 は同 じ

であ るので転用で きる.

けられるようになっている。走るくらいでは落ち

ず,引 っ張れば簡単に外れる装着強度になってい

る.

タグが側面にあることでボール保持者と守備側

の選手が対峙するとき,実 際は半身以上ずれるこ

とで衝突を免れる要素を持っている.前 部にあれ

ばこのずれが小さくなり,衝 突 しやすい状況をつ

くって しまう.後 部のタグは後追いでなければ取

ることができず守備側に不利な状況をつ くって し

まう.片 側に2本 つけると,守 備側はタグがつい

ている側に回りこむケースができ,衝 突 しやすい

状況をつ くって しまう。同時に片側だけにタグを

取られる状況をつ くることは守備側にとって不利

となる.こ うした観点からタグベル ト装着の際は

必ずタグが体の側面に1本 ずつになるよう指導す

る。

もう一つの注意点はタグベル トを上着で覆って

しまわないことである。これによってタグの大部

分が上着の下に隠れて しまい,守 備側が不利な要

素となる,必 ず上着の上からタグベル トを装着す

るよう徹底する。ビブスを用いる場合はビブスの

上にタグベル トを巻 くよう指導する(図5).

図4タ グ とタグベル ト

(上)タ グベルト プラスチックのベルト結合部分は長さ
調整ができる。
(下左)タ グ表部分.カ ラーは複数あり,チ ームごとにわ
けられる.
(下右)タ グ裏部分.

まず は長 さ調整 をで きるプラスチ ックの結合部

品 を有 したナイロン製ベ ル トを腰部 に巻 く。走 っ

て もベ ル トが腰周 りで 回転 して しまわない程度 に

サ イズ調整 をす る.ナ イロン製ベ ル トの余 り部分

は巻 きつ けてお く.こ れ を怠 ると実際 にゲ ームを

す る際 タグ を取 るつ も りが余 り部分 に手 がか

か って引 っ張 ることで,ベ ル ト全体が締 ま り危険

であ る,

ナ イロン製のベ ル トは両脇 にマ ジックテープ部

分 を配 してい る.タ グに もナイ ロ ン部分 があ り,

ナ イロン製ベ ル トのマ ジックテープ部分 に貼 り付

図5-1タ グ 装 着 の 良 い 例

ベル トが上着(あ るいは ビブス)上 にある.

タグが左右に1本 ずつ装着 されている.
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り,こ の部分に注意 して説明する必要がある。こ

うした説明をすることで敵陣に背を向け,背 中越

しに敵陣方向にパスをしても反則になることを理

解 してもらえる.

②ノックオン

ボールを敵陣方向に向けて落とすことは禁 じら

れている.ス ローフォワードと同様に 「前方」と

いう言葉で説明する際には注意が必要となる.

③ス ローフォワー ドとノックオンが発生 した時 に

加 え,攻 撃側の ボールがサ イ ドラインを割 って し

まった時,攻 守 を交代 しなけれ ばならない.

図5-2タ グ 装 着 の 悪 い 例

ベル トが上着(あ るいは ビブス)の 下にある.

タグが片側 に偏って装着 されている.

タグが前部 にきている.

皿.ゲ ームでの主要ル ール

実際の ラグビーはボールが流動的 に動 き,反 則

発生時,得 点後 サ イ ドラインを割 った時 に しか

プレーは止 まらない.タ グラグビーはラグビーと

共通す るルールを持つ.し か し原則,身 体接触 を

禁止す るため,ラ グビーよ りプレーが止 まる機会

が多い.序 盤で はタグを取 られ た後の素早い リス

ター トを促す必要性があ る.イ ンターセ プ トにつ

い ては他の フッ トボールと同様 に流動的 に運用す

る,

こ こで はラグビーに共通す る部分 と,タ グラグ

ビー独 自な部分の ルールに分 けて主 なルールを記

してお く.

1.ラ グ ビーと共通す るルール

①ス ローフオワー ド

ボー ル を敵 陣 方 向 に 向 け てパ ス す る こ とは

禁 じられ て い る。 ス ロー フ ォ ワー ド(throw

forward)を 文 字通 り説 明 して 「前方」 とい う言

葉 を用い ると,ラ グビーとタグラグビーなどを経

験 してい ない学生 には理解 しづ らい,こ こで言 う

「前方」 とは進行方 向であ る敵 陣方向の こ とであ

④オフサイド

ボールには絶えずエン ドラインと平行に見えな

いラインが発生 している.こ れをオフサイドライ

ンとし,こ れを敵陣方向に超えて守備をしてはな

らないことを説明する。サッカーのオフサイドよ

りも理解 してもらいやすい印象がある.

2,タ グ ラグビー特有の ルー ル

①攻撃開始 はパスか ら始め なけれ ばならない。

攻撃開始地点で ボール を持 ってい る選手 はボー

ル を持 って走 り出す ことはで きない。 ラグビーで

はボール を足 に触れ させて走 り出す ことがで きる

が,こ の シーンはモ ールや ラックとい った身体接

触の シチ ュエ ーシ ョンをつ くり出 してい る。

②攻撃開始地点から最初のパスをカッ トすること

はできない.

このルールを導入することで自然とオフサイド

の反則が激減する.ま た,攻 撃開始地点から最初

にパスをもらう選手は深い位置につ くよう促すこ

とでラグビー本来の攻撃アラインが構築されやす

くなる.

③2本 のタグがタグベル トにない選手はプレーに

参加することはできない.

タグを取られた選手はタグが1本 となり,タ グ

を取った選手は3本 となるので,取 られた選手は
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プレーに参加することはできない.取 られた選手

は即座に味方にボールを渡 してプレーを再開させ

なければならない.タ グを取った選手は相手選手

にタグを手渡 しで返却することで,取 られた選手

はプレーに復帰することができる。取ったタグを

投げ捨てればプレーに復帰 し,守 備側のパワープ

レーの時間をつ くることができる.し か しタグを

取 られた選手は退場をするわけではなく,2本 の

タグがないので復帰できないだけである.返 却さ

れたタグをタグベル トに取 り付けるため,ほ んの

数秒だがパワープレーの時間は発生する.こ うし

た観点を無視 して自チームの利益の為に取ったタ

グを投げ捨てる行為はフェアではないとし,手 渡

しでタグを返却させるよう指導する.

④ タグ を取 った場合,「 タグ」 と大声 で発声 し,

取 ったタグを頭上 に上 げる.

ゲ ー ムが ス ピーデ ィー に展 開 され る ように な

る とタグ を取 ったか どうかの判定が 困難 になる.

曖 昧 さを避 けるため に も発声 を義務付 けてい る.

ゲ ーム中,実 際 に気づかず プレーを続行 してい る

場合が ある.そ の場合 はタグが ない ことに気づい

た時点で ホイッス ルを吹 き,タ グを取 られ たこと

と した.

⑤攻撃側がタグを規定回数 取られた場合は攻守

を交代する.

この規定回数についてはフィール ドの広さやプ

レーする人数によって決定 してもかまわない.授

業内では3回 からはじめ,フ ィール ドを広げると

同時に4回 と増や していった,攻 守の交代を告げ

られた時はボールを即座に置いて守備につかなけ

ればならない.攻 守の交代にこうした回数を設け

ている主 なスポーッは野球 とアメリカンフッ ト

ボールがあげられる.

⑥ ボールをキックす ることは禁 じられ てい る.

⑦ ボールへ も他 プレーヤ ーへ も飛 び込 むプレーは

禁 じられ てい る,

]V.技 術 の習得

目新 しい技術としてタグベル トからタグを取る

行為があげられる.タ グを取った際に 「タグ」と

発声する習慣を序盤からつけておかないと,ゲ ー

ム時のジャッジが困難になる.

ゲームはほとんど流動的に展開されるが,攻 撃

のタグを取られた回数で攻守交替というルールが

浸透するには時間を要する.

1.タ グを取るのに関連する技術練習

①タグフラワー

タグを取った際に 「タグ」と大声で発生させる

ことを目的とする。方法はタグベル トを巻いた学

生数名で円陣をつ くらせ,両 隣の人のタグを握ら

せてお く。合図で全員が一斉に 「タグ」と発声 し

ながら両隣の人のタグを取らせ,頭 上に上げさせ

る。取ったタグはそのまま自分のタグベル トに装

着させる.

最初から大声でおこなえる学生もいるが,中 に

は半信半疑で様子を見ている学生もいる.タ グの

発声は全員に義務付けられることであ り,恥 ずか

しいことではなく,一 人だけしなくて良いことで

もない.こ うした説明を加えて何度 もおこなう.

ゲーム前には必ず1回 おこなうようにし,タ グを

取る際にはタグの発声と取ったタグを頭上にあげ

ることが必要であることを思い出させるように指

導 した.

②タグ取 り鬼

実際に動いている人のタグを取る練習を目的と

する.あ る程度の広 さを確保 した区画 を設定 し,

タグベル トを装着 した学生を数名,区 画内に入れ

る。区画内では自由に移動をして構 わないが,タ

グを取られないように押さえつけたり,取 る人の

手を払うといった行為は禁止である.合 図と同時

に開始 し,時 間内でどれだけのタグを取ることが

できるのかを競う.こ の時もタグの発声と取った

タグを頭上にあげさせるよう指導する.

この ドリルについては区画の広さと中に入る学

生数の調整もおこなった。他にボールを用いるな
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ど,様 々なアレンジが可能であ り,学 生が飽 きな

い よう工夫す ることがで きる,

2.パ スに関する技術練習

①パス技術

ボール中心部を両手で持ち,下 から上方向に放

らせる.こ のままだと上空に弧を描いて相手に届

き(図6),実 際のゲームでは守備側にインター

セプ トのチャンスを多 くつ くりだして しまう.味

方が捕 りやす く最短距離でパスする技術が必要に

なる.捕 りやす くするにはボールの表面積が多 く

見える向きのまま,無 回転で放ることである.両

腕の回転で動か したボールを手放す際に手首を落

とし,両 親指が握るような動作 をすることで捕

りやすいパスを放 ることができる(図7).ス ク

リューパスについては実践 していない.

図7-1良 い パ ス の 例

手首を落 としている ことで

パスがグラウ ン ドと平 行に

い く.

図7-2良 い パ ス の 例

手首 を落 としている ことで,

対面 している とボールの見え

る面積 が広 い.

図6-1悪 い パ ス の 例

手首 を落 としていない ことで

パスが山な りになって しまう.

②捕球技術

上記のようなパスがこなかったとしてもパスは

極力,両 手で捕球させるようにする。ボールの長

軸に垂直な回転で飛んできた場合,片 手で捕球す

ることは難 しく,場 合によってはノックオンを誘

発 して しまう.楕 円球の捕球は見かけよりも困難

であ り,ど のような状態のパスであっても両手で

捕球させる指導が必要である.

1図6-2悪 いパスの例

月 手首 を落 としていない ことで

囎 講 ゑと柵 嚥
i

③ ランニ ングパス

数名の組 をつ くって横 に一列 に並ぶ.一 番端 に

並 んだ学生が ボール を持 つ.合 図で ス ター トし,

数 メー トル先 に設定 された ゴー ルまでパス を しな

が らランニ ングをす る(図8)。 最 初 は50パ ー セ
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ン トの速 さでお こない,回 数 を増やす につれ てス

ピー ドを上 げてい く,ラ ンニ ング下で完全 なパス

をす るの は難 しい上 に,ス ローフォワー ドが 目立

つ ようになる.ス ピー ドを上 げるにつれ て最初の

並 びに傾斜 をつ けるよう指示す る(図9).

ラ ン ニングのス ピー ドを上 げてのパス は同時 に

落球 や見 当違 い の場 所へ のパ ス も増加 す る.転

が ってい るボールはゲ ーム中,フ リーボールにな

ることか ら素早 く取 りに戻 るように指導す る.こ

の時 に全員が 自陣 に向か って戻 らない とパス を出

す ことがで きな くなることか ら,全 員がパス をも

らえる位置 まで後退す るよう指導す る(図10).

具 昌昆

ぐよ

図8

○ 学生

● ボール

ー→ 進行方向

一一レ パ スの方向

ランニングしながらのパス

の

よよ

よ ○

↓
一 一レ

図9傾 斜をつけてのランニングしながらのパス

01 01
○
ー

2

学生

ボール

進行方向

パスの方向

○ 学生

● ボー ル

→ 二仕4;一ヒ「自
人E:1」ノJIHJ

…レ パ スの方 向

図10ボ ールを落とした時の動き

V.序 盤のゲームで起 こる不具合とその修正

技術の練習と平行 して目新 しいルール感覚を身

につけさせるため,2回 目以降か らはゲームもお

こないながら授業は展開 していった.序 盤のゲー

ムではい くらかの不具合が生 じ,速 いゲーム展開

がなされず,学 生にス トレスを与えている.こ れ

は不慣れなゲームによって引き起こされるもので

あ り,要 素自体は技術練習を思い出せば修正でき

るものばか りである.こ こではそういった初期不

良を取 り上げ,技 術練習のどの部分を当てはめる

かを併せて書き出すことにした。

1。 ボールを保持 している時に守備側が迫 り,パ

ニックになってボールを投げ出す

この動作は,パ スをもらってからボールを自分

で運ぶ選択肢があることに気づかせる必要があ

る。既述のようにタグラグビーには難 しい ドリブ

ル技術はない.ボ ールを持ったら守備をかわして

陣地を挽回することは重要な選択肢となる.無 意

味な場所にボールを投げて しまう理由として,パ

スを投げられる位置に味方がいなかった場合があ

る。この場合,ボ ール保持者がパスを選択 し,ス

ローフォワー ドの認識もあったが味方が前方にい

たのが原因となる。投げ出した本人に責任がある

ように見えるこのプレーは,味 方が位置を考えて

プレーしていないことが考えられる.ラ ンニング

パスの練習を思い出させることで,味 方との位置

関係を考えさせることに繋げることができる.

2.一 人でボールを抱え込み,守 備側にタグを取

られるのを嫌って後退 して しまう

周囲に比較 して体力に自信がある学生が最初に

陥 りやすいプレーである。一人で状況 を打破 し,

得点に繋げたい一心から走 りやすいようにボール

を脇に抱えて しまう.こ の体勢をとった攻撃選手

に対する守備は容易なものとなる.脇 に抱え込ん

だボールを両手に持ち直 し,パ スの動作を起こす

には時間を要することを無意識に認識 しているか

らである.こ うしたプレーに陥った学生は守備側

に追い込まれ,ボ ールを投げ出して しまうことも
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稀で はない.ボ ール保持者 は両手で ボールを扱 う

ことで,守 備側 にパス を警戒 させ ることに繋 げる

ことがで きる.

3.タ グを取られたくがないために,守 備側の選

手に対 して腕を張る

この動作はプレーを止められたくない心境が顕

著に出た例となる.タ グラグビーは身体接触の一

切の排除が最大原則である.タ グ取 り鬼で逃 げ

回ったことを思い出させ,守 備選手をかわすこと

を考えさせることに繋げることができる.

4.パ スが一方向のみに展開され,端 でパスを受

けた学生でプレーが止まる

上記の状況で守備側の選手をかわす もう一つの

手段はパスすることであることを告げる。パスを

渡された味方は同じ状況になるのであ り,パ ス し

ただけでは自分の責任が他の人に渡っただけであ

ることを告げる.こ のことが認識されるようにな

るとパスは必ず しも一方向だけでなく,途 中でリ

ターンする選択肢を考えるようになる.こ の時は

まだ守備側には明確な方法を教えていない.パ ス

した後に味方の後方をフォローしながらパス方向

に移動する(図11)こ とでパ ワープレーの状況

をつ くりだせることを教える.

○ 学生

● ボール

→ 進行方向

一・ パスの方向

図11パ ス した後 のフ ォローの動 き

以上のことか ら学生が今まで経験 して きたス

ポーッと比較 して,タ グラグビーのルールが馴染

みのうすい ものであることが原因となっていると

考えられる,相 手ゴールにボールを近づけたいの

に 「前方にパスできない」という制限はその顕著

な例といえる.ボ ールを持ちすぎて しまうケース

についても 「前方にパスできない」もどか しさが

関係 している。このことはパスが一方向にのみ展

開され,攻 撃が行き詰ることを打開する戦術 ・戦

略というものが授業の中でほとんど展開されてい

ないことが指摘できる.

V【.ま と め

タグラグビーはやはりラグビーから派生 してい

ることから 「激 しいイメージ」と 「ルールがわか

らない」という印象を持たれている.実 際にゲー

ムをしても,ど のような理由でホイッスルを吹か

れているのか学生が理解できないことは後者の印

象が強い.実 施方法はボールを持って敵陣へ進む

ことが攻撃で,守 備はボール保持者のタグを取る

ことでそれを阻止するという単純なものである.

鬼ごっこの要素が強 く,そ こに特有のルールが混

じることでタグラグビーは成立 している.ラ グ

ビーの知識がない学生に,ラ グビーをするという

取 り組み方は難 しい。 しか し,鬼 ごっこ(全 国的

にルールに差異はない)は 誰もが子どもの時に経

験 している遊びであるため,タ グを取る練習でそ

うした意識を植え込むことを意識させた.

男女が一緒になって一つのスポーツに取 り組む

のは,小 学生以来の者が多いだろう.男 子の走る

スピー ドに怖がっていた女子も,体 当た りではな

く,タ グを取るだけという手軽さから次第に活躍

しだす.難 しい ドリブル技術がなく,パ スされて

から自分の意思でプレーを選択できることは男女

が同じフィール ドで楽 しくプレーすることが可能

である。

タグラグビーはこれまで経験 してきたスポーッ

に比較 して馴染みの薄いルールもあるが,理 解 し

てお くべきルールの数は多 くはない.こ れらの習

得は技術練習を繰 り返 しおこなうことで解消でき

る.一 方で洗練されたゲームをお こなうには戦

術 ・戦略が欠如 しているのは既に述べた通 りであ

る.学 生は最短距離で相手ゴールにボールを運び

たいと考えるので,ボ ール保持者の進行方向は相

手ゴールに対 してほぼ垂直方向で しか展開 してい
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ないのが現状である.攻 撃側が交差するなどして

守備側の混乱を誘うような戦術を授業中に提示す

ることは,こ れまでにしてこなかった.ま た,ス

ワープといったラグビーの代表的な個人技術につ

いても提示をしていない.こ うした守備を崩す方

法や,1対1に 勝つ技術 を授業で展開し,こ れら

を習得 してい くことでゲームはより洗練されてい

くだろう.そ れは同時にタグラグビーの中で,攻

守それぞれに新 しいアイディアを構築することに

繋が り,学 生同士のコミュニケーションが必要と

なると考えている.

今後はチーム単位での戦術 ・戦略と個人の技術

を発展させる授業展開を考え,実 践することで学

生にとってより楽 しく質の高いタグラグビーの授

業展開になると考えている.

注

1)「 タグ ラグビー」 と 「タグ ・ラグビー」 とい

う表記が使 われ てい る.こ こで は前者で統一す

るこ とに した.英 文表記 は 「TagRugby」 と

され てい る.

2)タ グ ラグビーに関連す る書籍 は以下の ものが

あげられ る.

① 高 山由一(2004),心 と体 をは ぐくむ タグラ

グビー一 運動嫌いが変 わる1一,東 洋館 出版

社

②鈴木秀 人監修(2005),イ ラ ス ト図解 遊 び

とゲ ームを楽 しもう1ニ ュース ポーツー タグ

ラグビーをは じめ よう一,汐 文社

③後藤一 彦編(2005),み ん なが主役 フラッ

グフ ッ トボール ・タグラグビー一 陣取 り型ス

ポーッの計画 ・実践 ・評価一,東 洋館 出版社

④ こ ども くらぶ編(2009),あ た ら しいボー ル

ゲ ーム4タ グラグビー,岩 崎書 店

⑤鈴木秀 人(2009),公 式BOOKだ れ で もで

きるタグラグビー,小 学館

⑥ 日本 ラグビーフッ トボール協会普及育成委員

会,み んなで トライ1一 タグ ・ラグビーを教

える指導 者 のた めの ガ イ ドブ ックー,2011

年10月10日,日 本 ラグ ビー フ ッ トボー ル

協会,http://www.rugby-japan.jp/future/

　3

「タッチ フ ッ トボール」 と明記 してい た.

は タグラグビーの授業がお こなわれてい る.

4)タ グ ラグビーの大 きさについて公式サ イズ と

い うもの を見つ けることがで きなか った.カ タ

ログ上 で はタ グラ グビー ボー ルは4号(ラ グ

ビーボールは5号)と 表記 されてい る.

tag/2004/irng/guidebook.pdf

日 本 ラグ ビー フ ッ トボー ル普 及育成 委員 会

は 「ラグビーの経験が ない方」や 「女性の先

生方が タグ ・ラグビーを十分理解で きる」 こ

とを目的 に 「み んなで トライ1」 とい うタイ

トルのDVDを 作 成 してい る.こ れは販 売 さ

れてお らず,全 国の小学校 と日本体育協会 に

加盟 してい るスポ ーツ団体へ 「貸 出」 と 「贈

呈」 をお こなってい る.ケ ース を開 くと同 じ

タイ トルに 「タグ ・ラグビーを教 える指導者

の ための ガイ ドブック」 とい うサ ブタイ トル

を付 したガイ ドブックが 同梱 されてい る.ガ

イ ドブックだけは日本 ラグビーフッ トボール

協会の ホームペ ージか らダウンロー ドす るこ

とがで きる.

2007年 度 は 「タ グ ラ グ ビー 」 で は な く

実際
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